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の
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算　
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ー
ト
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令和 2年度予算

こんな議論が出ました！

■豪雨災害からの着実で力強い復興
　の実現
　・住まいと暮らしの再建
　・災害に強い安全・安心なまちづくり
　・産業・経済の復興
　・今後の防災・減災に向けた取り組み

■「くれワンダーランド構想」の考え方と一体的に 
　　推進する第４次長期総合計 画等の推進

【人づくり】未来を担う人材の育成、  市民の健康づくりの推進、地域協
働によるまちづくりの推進

【地域づくり】安全・安心な生活環境　の確保、産業競争力の更なる強化、
産業を支える人材の確保・育成

【都市づくり】高次都市機能の強化・　充実、魅力ある住生活環境の確保

■行財政改革の着実な実施
　・市民ニーズに対応する行政サービスの提供
　・効率的な行政システムの構築
　・健全な財政運営の確保
　・職員の意識改革と能力開発

1,004億円

 55 0億円
253億円

可
決

一般会計
 特別  会計

企業会計

民間通信事業者による光通信回線整備への助成
Q 新たに助成制度を創設することとなりま
したが、どのような効果がありますか。

A これまで島しょ部では光通信回線があり
ませんでしたが、今後数年で高速通信環境
が確保されることとなります。また、テレ
ビ難視聴地域では、光通信回線を利用して
テレビを視聴することができるようになり
ます。豊浜地区、豊地区では、将来にわたっ
てかなりの費用が想定されているケーブル
テレビ事業を廃止することができると考え
ています。ケーブルテレビから光通信回線
を利用したテレビ視聴に変更となります
が、利用者の負担をできる限り抑えること
ができるよう配慮していきます。

呉駅周辺地域総合開発
Q 呉駅前広場の整備事業は国の直轄事業

（国道 31 号線の事業として国が取り組む）
になるため、呉市の費用負担はゼロで事業
ができると聞いていますが本当ですか。

A 国の直轄事業になれば市の負担はありま
せんが、現在、正式に国の決定はありませ
ん。国からは令和 2 年度、事業計画の検討
に着手すると聞いており、具体化していく
中で財政負担を示すことができると思いま
すが、デッキや駅前、バスターミナルの整
備に関しては、国の支援をお願いしたいと
考えています。

子育て支援手続きWeb申請化
Q 子育て支援に関する手続きを Web 上で
申し込みができるようになることで、どの
ようなメリットがあるのですか。

A これまで、電話等で問い合わせをいただいて
いたことが、スマートフォン等を活用していただ
くことで、閉庁時等でも必要な手続きが分かりま
す。将来的にはマイナンバーカードとリンクし
て、窓口に来なくても申請ができることを目標と
しており、働く世代が多い中では利便性が高まり
ます。また、職員にとっても電話による問い合わ
せを縮減できるほか、今後「Web 申し込み」シ
ステムが構築できれば、入力ミスの防止や効率化
につながることが期待できます。
※「Web 申し込み」システム（令和３年度より
運用開始予定）

産業振興
Q くれ産業振興センターに２人の登録制ア
ドバイザーが配置される予定となっていま
すが、他市事例では月額 100 万円以上と
いう報酬を提示して公募しています。確か
にこれくらい出さないと優秀な人に来てい
ただけないのではないかと思いますがどの
ように考えますか。

A 令和 2 年度は試行的な取り組みとして行
うものであり、現在１日当たり３万円程度
を考えていますが、令和３年度以降は具体
的な成果を見ながら段階的に報酬をアップ
していくことができればと考えています。
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問　
予
算
編
成
で
特
に
意
を
用
い
た
点

　
日
鉄
日
新
製
鋼
呉
製
鉄
所
の
閉
鎖

発
表
で
、
自
国
、
他
国
の
経
済
政
策

が
地
域
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
現

実
と
、
地
域
資
源
を
生
か
し
た
長
期

的
な
産
業
育
成
の
必
要
性
を
再
認
識

し
ま
し
た
。
誰
も
が
暮
ら
し
続
け
ら

れ
、
そ
し
て
訪
れ
て
み
た
い
ま
ち
づ

く
り
に
向
け
て
、
予
算
編
成
に
当
た

り
特
に
意
を
用
い
た
点
を
示
し
て
く

だ
さ
い
。

答　
　
ま
ず
は
豪
雨
災
害
か
ら
の
着
実
で

力
強
い
復
興
に
向
け
た
施
策
を
優
先

的
に
取
り
組
み
、
そ
し
て
、
呉
駅
周

辺
地
域
総
合
開
発
の
推
進
、
光
通
信

回
線
整
備
、
保
育
士
の
人
材
確
保
、

子
育
て
支
援
の
充
実
、
創
業
支
援
な

ど
、
誰
も
が
住
み
続
け
た
い
、
訪
れ

て
み
た
い
魅
力
的
な
ま
ち
の
実
現
に

向
け
て
取
り
組
み
ま
す
。

問　
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
状
況

　
コ
ン
パ
ク
ト
・
プ
ラ
ス
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
推
進
す
る
た
め
の
設
計
図

で
あ
る
立
地
適
正
化
計
画
の
策
定
状

況
を
示
し
て
く
だ
さ
い
。

答　
　

全
国
１
７
２
４
市
町
村
の
う
ち

２
７
８
都
市
が
昨
年
末
ま
で
に
計
画

策
定
し
公
表
し
て
お
り
、
本
市
で

は
立
地
適
正
化
計
画
は
平
成
29
年
度

か
ら
策
定
に
取
り
組
み
、
パ
ブ
リ
ッ

ク
コ
メ
ン
ト
や
有
識
者
検
討
会
を
経

て
、
本
年
９
月
に
公
表
予
定
で
す
。

問　
読
解
力
の
現
状
と
課
題

　

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
の
学
習
到
達
度
調
査

で
、
日
本
の
読
解
力
が
過
去
最
低
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
本
市
の
状
況
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

答　
　
全
国
学
力
・
学
習
状
況
調
査
で
国

語
「
読
む
こ
と
」
の
平
均
正
答
率
は

全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い
ま
す
。
今

後
は
国
語
科
を
中
心
と
し
た
全
て
の

教
科
等
の
授
業
で
、
自
分
の
考
え
を

ま
と
め
る
学
習
を
充
実
さ
せ
、
読
解

力
向
上
に
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

令
和
２
年
度
予
算
編
成

仁
友
会

北
川 

一
清
議
員

議
員
：
予
算
編
成
の
ポ
イ
ン
ト
は
？

市   

：
社
会
状
況
の
変
化
に
対
応
し
、
未
来
を
切
り
開
く
こ
と

予
算
総
体

　
　
質
問

議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
は
、
予
算
総
体
質
問
の
内
容
を

動
画
で
視
聴
で
き
ま
す
。

下
記
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
い
た
だ
く
と
簡
単
に

動
画
サ
イ
ト
に
接
続
で
き
ま
す
。

予算総体質問

積極的に読書の機会を

問　
制
度
の
在
り
方

　
市
長
退
職
金
市
民
評
価
制
度
の
今

後
の
在
り
方
と
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
で
す
か
。

答　
　
こ
の
制
度
は
、
退
職
時
に
お
い
て

も
市
民
の
皆
さ
ん
に
評
価
し
て
い
た

だ
く
こ
と
が
必
要
だ
と
思
っ
た
た

め
、
有
識
者
の
意
見
を
聞
き
な
が
ら

特
例
条
例
を
提
案
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
が
、
こ
の
制
度
は
あ

く
ま
で
私
の
公
約
で
あ
り
、
私
に
係

る
退
職
金
に
限
定
し
、
現
在
の
条
例

の
退
職
金
の
額
を
上
限
と
し
た
制
度

と
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
制
度
は
全
国
に
類

を
見
な
い
制
度
で
あ
り
、
公
務
員
制

度
等
に
造
詣
の
深
い
専
門
家
に
依
頼

し
、
助
言
を
い
た
だ
い
た
上
で
、
制

度
設
計
を
検
討
し
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
予
定
と
し
て
は
、

令
和
３
年
11
月
に
任
期
が
満
了
す
る

た
め
、
今
年
12
月
定
例
会
を
目
標
に

特
例
条
例
の
提
案
を
進
め
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
閉
鎖
に
係
る
影
響

　

２
月
７
日
の
日
本
製
鉄
株
式
会
社

の
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
発
表
以
来
、
議

会
・
当
局
の
陳
情
、
決
議
、
意
見
書

等
の
対
応
に
感
謝
し
て
い
ま
す
が
、

呉
製
鉄
所
は
、
協
力
会
社
従
業
員
を

含
め
約
３
千
人
が
生
産
に
従
事
し
て

お
り
、
来
年
９
月
ま
で
に
は
２
千
人

程
度
の
配
置
転
換
や
転
職
を
迫
ら
れ

る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
当
市
に
与

え
る
影
響
が
ど
の
よ
う
な
も
の
に
な

る
の
で
し
ょ
う
か
。

答　
　
合
理
化
計
画
等

の
具
体
的
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
の
詳
細

は
明
ら
か
に
な
っ

て
お
ら
ず
、
先

般
、
広
島
県
知
事
と
呉
市
長
が
日
本

製
鉄
本
社
を
訪
問
し
た
際
に
も
適
切

か
つ
十
分
な
情
報
開
示
を
要
請
し
ま

し
た
。
今
後
も
地
域
経
済
や
雇
用
に

与
え
る
影
響
等
に
つ
い
て
国
や
県
、

関
係
機
関
と
連
携
し
て
状
況
の
把
握

に
努
め
て
い
き
ま
す
。

問　
子
育
て
支
援
の
更
な
る
充
実

　
今
後
ど
の
よ
う
な
視
点
で
子
育
て

支
援
策
を
展
開
し
て
い
く
の
で
す

か
。答　

　
子
育
て
支
援
の
利
便
性
向
上
の
た

め
、
子
育
て
支
援
手
続
き
の
Ｗ
ｅ
ｂ

申
請
化
に
向
け
た
手
続
き
ガ
イ
ド
の

導
入
や
子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点

の
設
置
に
よ
る
児
童
虐
待
防
止
体
制

の
強
化
や
助
産
師
等
を
増
員
し
、
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡

充
を
図
り

ま
す
。
ま

た
、
子
ど

も
の
居
場

所
づ
く
り

と
し
て
放

課
後
児
童

会
の
充
実

を
図
り
、

子
育
て
世

代
の
不
安
を
和
ら
げ
、
子
育
て
や
子

ど
も
の
成
長
に
喜
び
が
感
じ
ら
れ
る

取
り
組
み
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問　
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
事

業
計
画
の
概
要

　
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
事
業
計

画
の
策
定
に
２
千
万
円
が
計
上
さ

れ
、
い
よ
い
よ
具
体
的
な
中
身
に

入
っ
て
き
た
と
い
う
感
じ
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
事
業
計
画
の
位
置
付
け
、

策
定
に
当
た
る
基
本
的
な
考
え
方
を

伺
い
ま
す
。

答　
　
現
在
策
定
を
進
め
て
い
る
基
本
計

画
は
、
呉
駅
周
辺
地
域
を
鉄
道
・
バ

ス
・
港
・
次
世
代
モ
ビ
リ
テ
ィ
ー
が

集
積
す
る
総
合
交
通
拠
点
と
し
、
今

後
の
ま
ち
づ
く
り
の
核
と
し
て
総
合

的
に
開
発
す
る
な
ど
、
懇
談
会
か
ら

い
た
だ
い
た
10
の
提
言
と
、
市
民
ア

ン
ケ
ー
ト
や
ニ
ー
ズ
調
査
を
踏
ま
え

な
が
ら
、
市
が
主
体
と
な
っ
て
策
定

す
る
位
置
付
け
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事
業
計
画
は
施
設
の
配
置
、
規
模
、

構
造
、
事
業
遂
行
に
当
た
っ
て
の
官

民
の
役
割
分
担
を
策
定
す
る
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

市
長
退
職
金
市
民
評
価
制
度
と
子
育
て
制
度

日
鉄
日
新
製
鋼
株
式
会
社
呉
製
鉄
所
の

閉
鎖
と
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発

公
明
党
呉
市
議
会
議
員
団

藤
原　
広
議
員

市
民
フ
ォ
ー
ラ
ム

中
原
明
夫
議
員

議
員
：
呉
市
に
与
え
る
影
響
と
は
？

市   

：
関
係
機
関
と
連
携
し
て
状
況
把
握
に
努
め
る

議
員：退
職
金
市
民
評
価
制
度
の
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
？

市   

：
12
月
定
例
会
を
目
標
に
制
度
設
計
を
行
う

閉鎖予定の呉製鉄所

笑顔が増える子育て支援を
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問　
第
５
次
長
期
総
合
計
画
策
定

　
私
の
胸
に
付
け
て
い
る
バ
ッ
ジ
は

Ｓ
Ｄ
Ｇs

（
エ
ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ
）

バ
ッ
ジ
で
す
。 

Ｓ
Ｄ
Ｇs

 

と
は「
サ

ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル　
デ
ィ
ベ
ロ
ッ
プ
メ

ン
ト　
ゴ
ー
ル
ズ
」
の
略
称
で
あ
り
、

日
本
語
に
す
る
と
「
持
続
可
能
な
開

発
目
標
」
と
な
り
ま
す
。
今
後
、
持

続
可
能
な
自
治
体
運
営
を
し
て
い
く

た
め
に
は
、
17
項
目
の
目
標
に
取
り

組
み
、
豊
か
で
活
力
あ
る
未
来
を
つ

く
る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
す
。

　
そ
こ
で
、
市
長
が
思
う
持
続
可
能

な
自
治
体
と
は
ど
の
よ
う
な
自
治
体

な
の
で
し
ょ
う
か
。

答　
　
Ｓ
Ｄ
Ｇs

は
国
連
持
続
可
能
な
開

発
サ
ミ
ッ
ト
で
採
択
さ
れ
た
国
際
的

な
目
標
で
、
17
項
目
の
目
標
い
ず
れ

も
、
人
類
の
幸
せ
と
尊
厳
、
人
類
が

生
き
残
る
た
め
に
大
切
で
あ
り
、
く

れ
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
構
想
の
目
指
す

べ
き
方
向
は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇs

と
同
じ

で
す
。 

第
５
次
長
期
総
合
計
画
の

策
定
に
当
た
っ
て
は
、
市
民
が
誇
り

を
持
っ
て
、
健
康
、
安
全
、
幸
せ
に

暮
ら
す
こ
と
の
で
き
る
呉
の
実
現
に

問　
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
の
方
向
性

　

呉
駅
周
辺
は
市
民
の
誇
り
で
あ

り
、
今
後
、
呉
駅
周
辺
地
域
開
発
の

推
進
と
し
て
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実

現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
予
算
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
呉

駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
は
ど
の
よ
う

な
方
向
に
向

か
う
の
で
す

か
。答　

　

国
道
31
号

な
ど
の
６
車

線
道
路
に
、

次
世
代
モ
ビ

リ
テ
ィ
ー
専

用
レ
ー
ン
の
設
置
可
能
性
を
検
証
す

る
社
会
実
験
や
Ｍ
ａ
ａ
Ｓ
の
展
開
を

視
野
に
入
れ
た
デ
ー
タ
構
築
支
援
を

国
と
連
携
し
な
が
ら
実
施
す
る
予
定

で
す
。
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
を
実
現
す

る
た
め
に
は
、
多
様
な
主
体
が
連
携

す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
広
島
大

学
、
呉
工
業
高
等
専
門
学
校
と
と
も

に
、
Ｋ
Ｕ
Ｒ
Ｅ
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
コ

ン
ソ
ー
シ
ア
ム
を
実
験
的
に
組
成
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、
こ
れ
を
発
展
さ

問　
介
護
予
防
対
策
の
イ
メ
ー
ジ

　
今
後
の
市
の
介
護
予
防
対
策
を
ど

の
よ
う
に
描
い
て
い
る
の
で
す
か
。

答　
　
高
齢
者
が
自
宅
か
ら
歩
い
て
行
く

こ
と
が
で
き
る
身
近
な
場
所
で
、
筋

力
ア
ッ
プ
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き

る
通
い
の
場
の
立
ち
上
げ
支
援
を

行
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
自
主
的

な
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

高
齢
者
が
顔
の
見
え
る
関
係
の
中
で

自
ら
定
期
的
に
集
ま
り
、
介
護
予
防

に
取
り
組
ん
で
い
た
た
だ
け
る
よ

う
、
積
極
的
な
支
援
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

問　
農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
の

期
間
と
予
算

　
平
成
30
年
７
月
豪
雨
で
壊
滅
的
な

打
撃
を
受
け
た
安
浦
町
市
原
地
区
の

農
地
耕
作
条
件
改
善
事
業
に
係
る
期

間
と
予
算
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

答　
　
こ
の
事
業
は
令
和
４
年
度
末
の
工

事
完
了
を
目
標
に
、
計
画
書
の
作

成
や
必
要
な
手
続
き
の
準
備
を
進

め
て
い
ま
す
。
総
事
業
費
は
８
千
万

円
を
見
込
み
、
令
和
２
年
度
に
は
農

問　
若
者
の
雇
用
の
維
持
・
確
保

　
人
口
減
少
を
緩
和
す
る
に
は
、
若

者
が
呉
に
住
み
続
け
ら
れ
る
よ
う
に

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
東
京
な
ど

の
大
都
市
か
ら
大
学
卒
業
後
に
呉
へ

Ｕ
タ
ー
ン
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、

ど
の
よ
う
な
企
業
を
誘
致
す
べ
き
だ

と
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　
　
呉
に
は
一
定
規
模
以
上
の
本
社
が

少
な
く
、
専
門
職
や
自
由
業
の
受
け

皿
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
本
社
機
能

移
転
助
成
や
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス

誘
致
促
進
に
関
す
る
助
成
制
度
に
よ

り
、
都
会
の
大
手
企
業
や
Ｉ
Ｔ
企
業

な
ど
の
先
端
産
業
や
デ
ザ
イ
ン
事
務

所
な
ど
の
誘
致
を
目
指
し
ま
す
。
ま

た
、
ス
マ
ー
ト
シ
テ
ィ
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み

を
進
め
る
と

と
も
に
、
幹

線
道
路
の
整

備
や
生
活

環
境
を
整

え
る
こ
と
に

よ
り
、
仕
事

は
広
島
、
住

向
け
、
今
後
10
年
間
の
市
役
所
行
政

の
基
本
的
な
方
針
を
定
め
て
い
き
ま

す
。問　

持
続
可
能
な
自
治
体
運
営

　
令
和
２
年
か
ら
令
和
６
年
の
５
年

間
で
、
41
億
円
の
財
源
不
足
が
生
じ

る
と
の
こ
と
で
す
が
、
今
後
、
都
市

経
営
を
す
る
上
で
重
要
な
項
目
と
な

る
行
財
政
改
革
を
進
め
な
が
ら
、
ど

の
よ
う
に
持
続
可
能
な
自
治
体
運
営

を
行
っ
て
い
く
の
で
す
か
。

答　
　
持
続
可
能
な
都
市
経
営
と
い
う
考

え
方
は
大
変
重
要
で
あ
る
と
認
識
し

て
お
り
、
限
り
あ
る
財
源
を
効
率
的
、

効
果
的
に
配
分
し
、
時
代
の
要
請
や

新
た
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応

す
る
た
め
、
今
後
と
も
施
策
の
選
択

と
集
中
化

に
努
め
な

が
ら
、
真

に
必
要
な

施
策
へ
の

重
点
投
資

を
行
い
ま

す
。

せ
、
公
・
民
・
学
の
連
携
組
織
と
し

て
ア
ー
バ
ン
デ
ザ
イ
ン
セ
ン
タ
ー
を

設
置
し
、
市
民
と
一
緒
に
な
っ
た
ま

ち
づ
く
り
を
市
全
域
に
拡
大
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
取
り
組
み

　
開
館
15
周
年
事
業
や
魅
力
向
上
の

た
め
の
取
り
組
み
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

に
向
け
て
、
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い

く
の
で
す
か
。

答　
　
大
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
存
在
意
義

や
魅
力
を
発
信
す
る
記
念
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
、Ｊ
Ａ
Ｘ
Ａ
の
協
力
に
よ
る
「
は

や
ぶ
さ
２
」
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
の
開

催
を
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
戦
艦

「
三
笠
」
の
建
造
の
地
で
も
あ
る
、
イ

ギ
リ
ス
の
バ
ロ
ー
・
イ
ン
・
フ
ァ
ー

ネ
ス
に
あ
る
ド
ッ
ク
・
ミ
ュ
ー
ジ

ア
ム
へ
、
新
た
に
学
芸
員
を
派
遣

し
、
資
料
調
査
と
併
せ
て
将
来
的
な

連
携
を
探
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

お
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
つ
い
て
は

今
後
外
部
検
討
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
検
討
案
の
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ

を
図
っ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

地
、
農
道
、
水
路
の
整
備
工
事
費
と

し
て
５
千
７
百
万
円
を
計
上
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
農
業
水
利
施
設
の
整

備
に
お
い
て
は
、
各
耕
作
地
に
十
分

な
水
が
行
き
渡
る
よ
う
に
配
置
計
画

を
立
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。問　

第
１
期
開
発
事
業
の
範
囲

　
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
事
業
に

お
い
て
、
第
１
期
開
発
事
業
の
範
囲

は
ど
こ
ま
で
に
な
る
の
で
し
ょ
う

か
。答　

　
既
存
の
呉
駅
前
広
場
、
そ
ご
う
呉

店
跡
地
、
隣
接
す
る
Ｊ
Ａ
呉
を
含
め

た
区
域
を
中
心
に
想
定
し
て
お
り
、

国
の
主
導
で
既
存
の
駅
前
広
場
に
交

通
タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
を
再
整
備
し
て

い
た
だ
く
と
と
も
に
、
そ
ご
う
呉

店
跡
地
に
交
通

タ
ー
ミ
ナ
ル
と

一
体
と
な
る
複

合
施
設
を
官
民

連
携
の
手
法
に

よ
り
整
備
す
る

こ
と
を
想
定
し

て
い
ま
す
。

居
は
呉
と
い
う
選
択
も
し
て
も
ら
え

る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

問　
事
務
処
理
ミ
ス
と
職
員
削
減

　
昨
年
発
生
し
た
市
嘱
託
職
員
の
賃

金
未
払
い
に
係
る
是
正
勧
告
を
始

め
、
幾
度
と
な
く
報
告
さ
れ
て
き

た
事
務
処
理
ミ
ス
や
職
員
の
不
祥
事

は
、
過
度
な
職
員
数
の
削
減
に
よ
り

時
間
的
に
も
精
神
的
に
も
余
裕
が
な

く
な
っ
た
職
場
環
境
が
悪
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
で
す
か
。

ま
た
、
同
様
の
ミ
ス
を
防
ぐ
た
め
の

対
策
を
行
っ
て
い
ま
す
か
。

答　
　
各
所
管
の
事
務
に
つ
い
て
は
庁
内

全
体
で
ケ
ー
ス
ス
タ
デ
ィ
ー
を
行

い
、
再
発
防
止
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
ま
た
、
正
規
職
員
数
の
削
減
に

よ
り
職
場
環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ

と
は
認
識
し
て
お
り
、
職
員
の
健
康

管
理
に
係
る
取
り
組
み
を
行
う
と
と

も
に
、
能
力
向
上
や
意
識
改
革
を
目

的
と
し
た
研
修
等
を
通
じ
、
全
て
の

職
員
が
前
例
踏
襲
で
は
な
く
、
業
務

の
目
的
や
意
味
を
確
認
す
る
態
勢
の

整
備
を
図
っ
て
い
ま
す
。

予算総体質問

第
５
次
長
期
総
合
計
画
策
定
に
向
け
て

呉
駅
周
辺
地
域
の
活
性
化

未
来
の
ま
ち
づ
く
り

人
口
減
少
を
緩
和
す
る
た
め
の
取
り
組
み

誠
志
会

土
井
正
純
議
員

誠
志
会

小
田
晃
士
朗
議
員

日
本
の
こ
こ
ろ
を
大
切
に

沖
田
範
彦
議
員

同
志
会

神
田
隆
彦
議
員

議
員
：
豊
か
で
活
力
あ
る
未
来
と
は
？

市   

：
誇
り
、
健
康
、
安
全
、
幸
せ
に
暮
ら
せ
る
呉
を
実
現
す
る
こ
と

議
員
：
呉
駅
周
辺
地
域
総
合
開
発
の
方
向
性
は
？

市   
：
市
全
体
に
波
及
さ
せ
る
エ
リ
ア
の
創
出
を
目
指
す

議
員
：
介
護
予
防
対
策
の
イ
メ
ー
ジ
は
？

市   

：
自
ら
が
積
極
的
に
介
護
予
防
に
取
り
組
む
こ
と

議
員
：
若
者
が
呉
に
住
み
続
け
ら
れ
る
た
め
の
企
業
誘
致
は
？

市   

：
大
手
企
業
の
サ
テ
ラ
イ
ト
オ
フ
ィ
ス
等
の
誘
致
を
目
指
す

呉駅前からスマートシティの実現へ

企業誘致で若者の定住化を図る

持続可能な自治体運営を目指す

整備を検討する呉駅前
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予算総体質問

日鉄日新製鋼株式会社呉製鉄所
（令和 2 年 4 月からは日本製鉄株式会社瀬戸内製鉄所呉地区）

全設備休止の発表に伴う呉市議会の対応

　令和 2 年 2 月 7 日、日本製鉄株式会社は日鉄日新製鋼株式会社呉製鉄所の全設備を 2023（令和 5）
年度上半期をめどに休止すると発表しました。呉市の地域経済全体へ計り知れない影響を及ぼすことが
予想されるため、呉市議会ではさまざまな取り組みを行っています。

○議員全員で構成する議会協議会を開催
　当局に対し、地域への影響を最小限に食いとどめるとともに、雇用の確保を図り、市民の不安を払

ふっ

拭
しょく

し、
安心を与えることができるよう職員一丸となって取り組むことを要望。
○日鉄日新製鋼株式会社呉製鉄所全設備休止の再考を求める決議を可決
○日鉄日新製鋼株式会社呉製鉄所の全設備休止に伴う地域への影響を最小限にとどめるとともに、雇用
の確保を求める意見書を可決
○議長及び常任委員会委員長４人が日本製鉄株式会社に対し、全設備休止の
再考を要望
○議長及び常任委員会委員長４人が経済産業省､ 厚生労働省､ 地元国会議員
に対し､ 経済対策と雇用対策を要望。
　引き続き、議会を挙げてその対策に全力で取り組んでいきます。

問　
会
社
か
ら
の
事
前
説
明

　
１
月
30
日
に
高
炉
休
止
検
討
の
報

道
が
あ
り
、
２
月
７
日
に
は
記
者
会

見
で
全
設
備
を
閉
鎖
す
る
と
い
う
発

表
が
あ
り
ま
し
た
。
昨
年
11
月
の
瀬

戸
内
製
鉄
所
へ
の
再
編
発
表
も
呉
に

高
炉
は
残
る
と
広
く
思
わ
れ
て
い
ま

し
た
。
今
回
、
閉
鎖
に
当
た
り
、
会

社
か
ら
事
前
の
説
明
が
あ
っ
た
の
で

す
か
。

答　
　
休
止
に
関
す
る
事
前
説
明
は
２
月

７
日
の
発
表
当
日
の
午
前
中
に
イ
ン

サ
イ
ダ
ー
取
引
の
懸
念
が
あ
る
た

め
、
発
表
ま
で
は
秘
密
厳
守
の
約
束

で
日
鉄
日
新
製
鋼
の
社
長
か
ら
あ
り

ま
し
た
。

問　
日
鉄
日
新
製
鋼
に
図
っ
て
き
た
便
宜

　
呉
市
史
な
ど
で
は
、
工
業
用
水
の

確
保
に
動
き
、
鍋
山
を
削
っ
て
海
を

埋
め
立
て
、
工
場
を
大
き
く
広
げ
た

と
あ
り
ま
す
が
、
工
場
の
中
を
通
る

道
路
の
付
け
替
え
な
ど
便
宜
を
図
っ

て
き
た
の
で
は
な
い
で
す
か
。

答　
　
内
容
に
つ
い
て
調
べ
て
い
ま
せ
ん

が
、
特
別
便
宜
を
図
っ
た
と
い
う
こ

問　
計
画
策
定
の
考
え
方

　
呉
市
立
地
適
正
化
計
画
（
案
）
で

は
、
居
住
を
誘
導
す
る
区
域
を
定
め

る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
一
定
の

人
口
密
度
を
維
持
す
る
区
域
と
し
て

居
住
誘
導
区
域
が
定
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
中
央
地
域
で
は
平
た
ん
地
と
交

通
機
関
が
入
る
地
域
が
居
住
誘
導
区

域
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
な
ぜ
平
地

部
に
居
住
者
を
集
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

答　
　
急
速
に

人
口
が
減

少
す
る
中

で
、安
全・

安
心
に
暮

ら
せ
る
ま

ち
を
目
指

す
に
は
、

医
療
・
福

祉
施
設
、

商
業
施
設 

等
や
住
宅
等
が
ま
と
ま
っ
て
立
地

し
、
住
民
が
公
共
交
通
に
よ
り
、
こ

れ
ら
の
機
能
に
ア
ク
セ
ス
で
き
る
よ

う
に
見
直
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま

問　
焼
却
施
設
統
合
の
メ
リ
ッ
ト

　
８
年
後
に
豊
町
の
芸
予
環
境
衛
生

セ
ン
タ
ー
を
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く

れ
に
統
合
す
る
と
の
こ
と
で
す
が
、

ど
の
よ
う
な
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の
で

す
か
。

答　
　

芸
予
環

境
衛
生
セ

ン
タ
ー
は

設
置
か
ら

23
年
が
経

過
し
老
朽

化
し
て
い

る
た
め
、

統
合
し
た

場
合
の
コ

ス
ト
比
較
を
行
っ
た
上
で
、
今
後
の

方
向
性
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

問　
溶
融
ス
ラ
グ
の
利
活
用
に
失
敗

　

現
在
、
廃
棄
物
を
焼
却
し
た
際
、

溶
融
ス
ラ
グ
化
し
て
埋
め
立
て
処
分

が
行
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
有
用
な
活

用
策
が
あ
れ
ば
埋
め
立
て
場
か
ら
取

り
出
す
こ
と
が
で
き
る
と
の
こ
と
で

し
た
が
、
結
局
具
現
化
で
き
な
か
っ

た
反
省
は
あ
り
ま
す
か
。

と
で
は
な
く
、
通
常
の
業
務
と
し
て

や
っ
た
こ
と
は
あ
る
と
思
い
ま
す
。

問　
日
本
製
鉄
の
社
会
的
責
任

　
企
業
と
し
て
労
働
条
件
や
雇
用
な

ど
、
日
本
製
鉄
に
は
社
会
的
責
任
が

問
わ
れ
る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
が
い

か
が
で
す
か
。

答　
　

今
回
雇
用

等
に
関
し
て

責
任
あ
る
対

応
を
最
大
限

す
べ
き
と
思
っ

て
お
り
、
日

本
製
鉄
か
ら

最
大
限
配
慮
さ
れ
る
と
聞
い
て
い
ま

す
。問　

市
長
の
本
気
の
申
し
入
れ
が
必
要

　
高
炉
を
含
む
設
備
休
止
の
撤
回
に

対
す
る
本
気
の
申
し
入
れ
が
必
要
で

は
な
い
で
す
か
。

答　
　
適
切
か
つ
十
分
な
情
報
開
示
と
と

も
に
、
呉
製
鉄
所
の
存
続
を
含
め
た

計
画
の
見
直
し
等
に
つ
い
て
、
日
本

製
鉄
本
社
を
訪
問
し
、
市
長
、
県
知

事
が
要
請
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

た
、
災
害
発
生
の
恐
れ
の
あ
る
区
域

に
住
ん
で
い
た
だ
か
な
い
よ
う
に
誘

導
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問　
誘
導
施
策
の
考
え
方

　
居
住
誘
導
区
域
か
ら
外
れ
た
人
た

ち
が
当
該
区
域
に
住
み
替
え
よ
う
と

思
っ
て
も
、
区
域
内
の
土
地
や
建
物

取
得
は
高
額
で
、
資
金
面
な
ど
の
課

題
が
あ
り
ま
す
が
、
誘
導
施
策
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

答　
　
国
か
ら
は
、
税
制
支
援
や
金
融
支

援
、
補
助
金
、
交
通
結
節
点
の
強
化

に
対
す
る
支
援
な
ど
が
期
待
さ
れ
ま

す
。
市
が
行
う
施
策
は
、
既
存
施
策

の
推
進
の
ほ
か
、
不
動
産
取
得
支
援

や
市
営
住
宅
の
入
居
要
件
の
緩
和
な

ど
も
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
充
実
や

リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
の
取

り
組
み
へ
の
支
援
、
公
共
空
間
を
活

用
し
た
賑
わ
い
の
創
出
、
民
間
活
力

に
よ
る
賑
わ
い
の
創
出
な
ど
を
誘
導

施
策
と
し
て
実
施
し
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

答　
　

溶
融
ス
ラ
グ
が
活
用
で
き
れ
ば
、

最
終
処
分
量
の
減
量
化
に
な
る
た

め
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
品
で
の
利
用

を
検
討
し
て
き
ま
し
た
が
、
Ｊ
Ｉ
Ｓ

規
格
に
適
合
せ
ず
、
ま
た
、
そ
の
ほ

か
の
転
用
も
検
討
し
ま
し
た
が
、
使

用
後
の
管
理
等
の
課
題
が
多
く
、
使

用
が
進
ま
な
か
っ
た
も
の
で
す
。

問　
炭
化
で
無
農
薬
農
業
へ
の
転
換
も　

　
一
般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
お
け
る

焼
却
炉
を
炭
化
炉
に
し
て
二
酸
化
炭

素
の
排
出
を
抑
制
す
る
動
き
が
全
国

で
加
速
す
る
と
推
測
し
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
く

れ
の
建
て
替
え
の
際
、
炭
化
炉
を
導

入
し
、
そ
の
成
果
物
で
あ
る
木
炭
・

粉
炭
を
土
壌
改
良
剤
に
活
用
す
る
こ

と
で
、
無
農
薬
農
業
へ
の
転
換
も
図

る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

答　
　
ご
み
の
中
に
は
重
金
属
等
さ
ま
ざ

ま
な
物
質
が
混
入
し
て
お
り
課
題
が

あ
り
ま
す
が
、
技
術
革
新
も
進
ん
で

お
り
、
今
後
の
技
術
動
向
や
他
市
の

状
況
等
、
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
再
整
備
に
炭
化
炉
導
入
を

日
本
共
産
党
呉
市
議
会
議
員
団

奥
田
和
夫
議
員 社

民
党
呉
市
議
団

山
上
文
恵
議
員

自
然
共
生
党

谷
本
誠
一
議
員

議
員：企
業
は
社
会
的
責
任
を
果
た
す
べ
き
で
は
？

市   

：
最
大
限
配
慮
す
る
と
聞
い
て
い
る

議
員
：
平
地
部
に
居
住
者
を
集
め
る
の
は
な
ぜ
か
？

市   
：
災
害
の
恐
れ
の
あ
る
区
域
に
住
ま
な
い
よ
う
誘
導
す
る
も
の

議
員
：
炭
化
炉
で
二
酸
化
炭
素
排
出
の
抑
制
を

市   

：
技
術
動
向
や
他
市
の
状
況
を
調
査
す
る

呉
市
立
地
適
正
化
計
画
に
基
づ
く

今
後
の
ま
ち
づ
く
り

日
鉄
日
新
製
鋼
株
式
会
社

呉
製
鉄
所
の
閉
鎖

傾斜地にも住宅が多い呉市

今後が注目される呉製鉄所

クリーンセンターくれ

議会協議会の様子
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敷
金
の
家
賃
へ
の
充
当
︑
入
居
者
が
負
担
す
る
修
繕
費
用
の
明
確
化
︑

入
居
手
続
き
に
必
要
な
連
帯
保
証
人
の
廃
止
な
ど
を
規
定
す
る
と
と

も
に
︑
災
害
公
営
住
宅
（
天
応
大
浜
ア
パ
ー
ト
）
を
追
加
し
ま
す
︒

市
営
住
宅
に
入
居
す
る
際
、
連
帯
保
証
人
が
不
要
に
な
れ
ば
、
地
域
で

誰
が
ど
こ
に
住
ん
で
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
つ
な
が
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま
す
か
。

入
居
者
の
緊
急
時
の
連
絡
先
を
明
確
に
し
て
い
き
ま
す
。

 

家
賃
の
徴
収
は
主
に
指
定
管
理
者
が
行
っ

て
い
ま
す
が
、
連
帯
保
証
人
が
不
要
に
な

る
こ
と
に
よ
っ
て
収
納
率
が
下
が
る
の
で

は
な
い
で
す
か
。

家
賃
の
納
め
忘
れ
を
防
ぐ
た
め
、
現
在
約

68
％
が
利
用
し
て
い
る
口
座
振
替
を
推
奨

し
て
い
く
と
と
も
に
、
滞
納
者
に
対
し
て

は
指
定
管
理
者
と
連
携
し
て
対
応
し
て
い

き
ま
す
。

QAQA こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

民
法
の
一
部
改
正
及
び
社
会
情
勢
の
変
化
へ

の
対
応
の
た
め
、
所
要
の
規
定
を
整
備

定例会の概要

3
月
定
例
会　
議
案
審
議

呉
市
で
決
ま
っ
た
72
件

市長提出議案
議長提出議案
決議

意見書

諮問
請願

・・・・・・・・・・・・・・・・・61 件
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 件

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・1 件

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 件

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・4 件
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・2 件

会
期
28
日
間
2
月
21
日
～
3
月
19
日

全
て
の
議
案
名
と
結
果
は
呉
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

→
議
員
別
賛
否
を
御
覧
く
だ
さ
い
。

Pickup

Pickup

Pickup

1

2

3

計 72件

〈
議
第
45
号
〉　
呉
市
営
住
宅
条
例
の
一
部
改
正
案  

・日鉄日新製鋼株式会社呉製鉄所全設備休止の再考
を求める決議

・日鉄日新製鋼株式会社呉製鉄所の全設備休止に伴
う地域への影響を最小限にとどめるとともに、雇用
の確保を求める意見書

・日米地位協定の抜本的な見直しを行うことを求める意見書

この中から３つを見てみよう Pick
up

補
正
金
額　
６
０
４
０
万
円

呉
市
内
の
小
中
高
校
61
校
に
校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
整
備
し
︑

生
徒
１
人
１
台
端
末
の
導
入
を
行
い
ま
す
︒

金
額　
12
億
５
５
０
０
万
円

バ
ス
の
運
転
手
は
労
働
条
件
が
悪
く
、
敬
遠

さ
れ
る
職
業
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
中
、
今

後
、
生
活
バ
ス
を
維
持
で
き
る
の
で
す
か
。

生
活
バ
ス
の
市
の
負
担
は
増
額
傾
向
に
あ

る
と
と
も
に
、
ダ
イ
ヤ
や
路
線
、
運
行
形
態

等
が
地
域
の
実
態
に
即
し
て
い
な
い
点
も
多
々
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
今

後
、
小
型
車
両
の
導
入
に
よ
る
経
費
削
減
と
、
デ
マ
ン
ド
運
行
等
も
含

め
た
多
様
な
形
態
も
考
慮
す
る
こ
と
で
、
財
政
負
担
の
削
減
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
回
、こ
れ
だ
け
の
額
を
補
正
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
、

市
と
事
業
者
の
考
え
る
運
行
条
件
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ま
す
が
、
今
後
の
契
約
の
在
り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い

る
の
で
す
か
。

事
業
者
に
無
理
を
強
い
る
こ
と
な
く
、
適
正
な
体
制
で
運
行
が
で
き
る

よ
う
努
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

全
面
的
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
を
整
備
す
る
こ
と
に
な
っ
た
背
景
と
内
容

は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
か
。

国
が
掲
げ
る
学
校
教
育
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
、
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
が
背

景
に
あ
る
も
の
で
、
校
内
を
10
ギ
ガ
の
有
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
ケ
ー
ブ
ル
で
接
続

し
、
普
通
教
室
な
ど
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の
ア
ク
セ
ス
ポ
イ
ン
ト
を
設
置
し

ま
す
。

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
導
入
は
ど
の
よ
う
に
行
う
予
定
で
す
か
。

国
の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
の
ロ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
基
本
と
し
て
、
令
和
５
年
度
に

か
け
て
１
人
１
台
端
末
整
備
が
で
き
る
よ

う
計
画
し
て
い
ま
す
。

QAQA

QAQA　　

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

こ
ん
な
質
問
が
出
ま
し
た

生
活
バ
ス
路
線
に
係
る
運
行
費
用
の

負
担
を
増
額

小
中
高
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
教
育
に
係
る

校
内
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備

〈
議
第
51
号
〉　
令
和
元
年
度
呉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案

〈
議
第
51
号
〉　
令
和
元
年
度
呉
市
一
般
会
計
補
正
予
算
案

建設中の天応大浜アパート

適正な体制を模索する生活バス

導入を計画するタブレット端末
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諸
行
無
常
、
有
為
転
変
を
実
感
さ
せ
ら
れ
る

出
来
事
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
7
月
豪
雨
災
害
、
本
年
2
月
の
日

鉄
日
新
呉
製
鉄
所
閉
鎖
方
針
発
表
、
そ
し
て
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
よ
る

世
界
的
な
大
混
乱
、
呉
市
も
荒
海
の
小
船
の
よ

う
に
翻
弄
さ
れ
続
け
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
今
日
と
い
う
変
わ
ら
な
い
日
常

が
続
く
こ
と
が
当
然
の
よ
う
に
思
っ
て
暮
ら
し

て
い
ま
し
た
が
、
実
は
あ
ら
ゆ
る
も
の
が
絶
え

ず
変
化
し
て
い
た
の
だ
と
気
付
か
さ
れ
ま
す
。

　
ニ
ー
チ
ェ
の
言
葉
に
「
脱
皮
で
き
な
い
蛇
は

滅
び
る
」
と
あ
り
ま
す
。
変
化
を
予
測
し
、
変

化
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
が
人
類
存
続
の

鍵
な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
こ
そ
チ
ー

ム
と
し
て
英
知
を
結
集
し
、
変
化
に
対
応
で
き

る
呉
市
議
会
で
あ
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

広
報
委
員
会
委
員
長　
井
手
畑 

隆
政

編
集
後
記

次回 6 月定例会の予定 議会を視る

議会を読む

議会を聴く

議会を調べる

　本会議・常任委員会・
特別委員会・議会協議
会の模様を、インター
ネットで生中継・録画
配信しています。また、
本庁舎１階のテレビで
生中継もしています。

　１月、広高校において１年生１９５人を対
象に、呉商業高校において全校生徒４６７人
を対象に議会報告会を開催しました。
　広高校には文教企業委員会、呉商業高校に
は総務委員会のメンバーが出向き、議会の仕
組みを説明。その後の意見交換では、呉市の
将来像やまちづくりに関する意見が多く出さ
れました。
　今後も引き続き市内各高校、大学等で議会
報告会を開催し、若い世代に政治に関心を
持ってもらえるよう努めていきます。

広高校、呉商業高校で議会報告会を開催

　呉市議会だより「チー
ム議会くれ」は、２月、
５月、８月、11 月に発
行します。
　わかりやすく議会の
活動を知ることができ
ます。

　本会議や委員会等は
公開していますが、新
型コロナウイルスの感
染拡大防止のため、イ
ンターネット中継の利
用にご協力ください。

　呉市議会ホームペー
ジには、詳しい議会情
報が満載です。
　また、議会の日常を
伝える呉市議会事務局
Facebook も開設して
います。

会議は通常10時開会です。
※新型コロナウイルス感染拡大の影響等により、予定は大幅に変更となる場合があります。

広高校

呉商業高校

日 月 火 水 木 金 土
5/31 6/1

総務
委員会

2

民生
委員会

3

文教企業
委員会

4

産業建設
委員会

5

特別
委員会

6

7 8
（告示日）

9 10 11 12 13

14 15

本会議
16

本会議
17

本会議
18

本会議
19

総務
委員会

20

21 22

民生
委員会

23

文教企業
委員会

24

産業建設
委員会

25

予算特別
委員会

26

本会議
27




